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　村内の保育園では、真夏の太陽を全身に
浴びて、プールあそびに取り組んでいます。
それぞれの発達段階の中で、できることを
十分に楽しみ、苦手な事にも挑戦するなど、
夏ならではの水遊び経験をとおして、たく
ましく成長しています。

プールあそび

日下保育園・能津分園・加茂保育園
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ふるさとウォーキング
－猿田洞編－

　８月４日（土）には、日高村子どもの未来応援
団主催によるふるさとウォーキングが開催され
ました。５回目の今回は、猿田洞の探険という
アドベンチャーコースでした。
　夏休みということで親子連れの参加も多く、
総勢約 60名が８グループに分かれて洞窟探検
にチャレンジしました。午前10時から１時間ほ
どで小学１年生から70才まで、全員が無事に通
り抜けました。
　当日は、青少年育成日高村民会議の沖名地区
委員さんなどボランティアのみなさんが、「体
験しよう・カレーづくり、さかなつり」のイベ
ントを猿田産業郷土資料館で開催しており、探
険の後、参加者は釣りや川遊びで楽しみ、カレ
ーをつくって食べました。
　参加者の女性は、「猿田洞というお宝をもっ
ともっとPRして日高村を売り出し、村内外か
らたくさんの人が来てくれたらいいね。」と話
していました。
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澄
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子
育
て
学
習
会

子育て講演会
日時：９月８日（土）13：30～15：30
場所：日高村社会福祉センター
　　　２F大ホールにて
演題：「地域ぐるみの子育て・親育て」
講師：大崎博澄さん（高知県教育長）
対象：どなたでもどうぞ！（参加無料）
お問い合わせ：
　日高村教育委員会内パラソル事務局
　　　24－5115

「教師と地域のコラボレーション
　－学校と地域の新しいつながりを求めて－」

村内教職員30名と地域からの参加40名
で熱心に日高村の人づくりを討議

パネルディスカッション
コーディネーターは濱田久美子県生
涯学習課長

５グループに分かれて、具体的に連携
できることを意見交換

　日高村の教職員が地域の人材と
出会う場をつくり、連携して子ど
もを育むきっかけづくりをしよう
と８月10日、社会福祉センターで
日高村教育委員会主催の研修会が
開催されました。
　第１部のパネルディスカッショ
ンでは、各小中学校の現状が報告
され、「職場体験学習などへの協
力をして欲しい、学校行事へも参
加して欲しい」と要望。地域のパネラーからは、「学校からも子どもたち
に地域の活動に参加するように呼びかけて欲しい」「地域は学校へ入ろう

としている。学校も地域へ出て来
て、地域とつながって欲しい」な
どと要望。中野村長からは「人材
の多い村で地域力、住民力を活か
した協働にさらに磨きをかけて子
どもに生きる力をつけるために連
携を密にしていきたい」と提案が
あり、連携のための具体的な方法
を探るグループ討議に引き継ぎま
した。総勢70名の参加で、どのグ
ループも地域と学校のさらなる連

携の必要性や日高村での将来を見据えた人づくりを目指す意見が活発に出
されました。
　参加者のアンケートには、「保育園も巻き込んだらいい」「地域と学校の
この出会いを子どもたちの未来に
活かせるように自分自身も力を注
ぎたい」「地域の方の温かく見守り
育てていこうという姿勢が伝わり、
私自身が地域の行事にもっと参加
したいと思った」などの前向きな
意見がたくさんありました。
　第２部は、JAや生活改善グルー
プ、わのわ会など地元の団体の協
力で手作りの料理を囲んで和やか
に親睦を深めました。

初めての
村内教職員と
地域の研修会

お楽しみ合宿お楽しみ合宿ダックピカリ会ダックピカリ会
　加茂小学校ＰＴＡの活動で
加茂小開かれた学校づくり推
進委員会へ参加し、「学校・家庭・
地域三者連携に努める」を目標
に活動している会です。

ダックピカリ会
とは

ダックピカリ会
とは

「子ども達に自主性を身につけてほしい」との願いから取り組み始め、今年で７回目を迎えたお楽
しみ合宿（4年生対象）が行われました。２日間の活動内容を紹介します。

ガードレール清掃 春日荘を訪問
　人とやさしくふれあう意味で、
今年は汽車に乗って行きました。
日頃、口調の強い子ども達でも、
利用者の方たちとお話する笑顔は
やさしさ満点でした。

お別れパーティー

地域の方達（ボランティア）の協力
を得て、２日間の行事を明るく元気
に終えることができました。

夏休み人形劇東部
児童館
より

　８月２日（木）社会
福祉センターにて、

東京より人形劇団プークを迎え、東部児童館夏
休み人形劇「おれはママじゃない !」（平成15年
度厚生労働省「児童福祉文化賞推薦作品」受賞）

と劇団によるワークショップが行
われました。
　当日は、台風５号の影響で悪天
候のなか93名の児童と保護者にお
集まりいただきました。鳥のヒナ
が生まれて初めて見たワニを「マ
マ」だと思い込み、必死にワニに
「ママー、ママー」と呼びかける
ヒナ…。初めは、ヒナに対してわ
ずらわしさを感じていたワニが次

第に親鳥のような
気持ちになってい
きました。
　公演中、子ども
たちはヒナやワニ
のかわいい仕草に
笑い、イスから立
ち上がり身をのり
出して見る子もいたりと、終始笑顔で子どもが
見ても大人が見ても楽しめる内容でした。
　観劇後のワークショップでは、劇団員の指導
により、ネズミの人形作りも行われ、わいわい
がやがやといっている間にかわいいネズミの人
形が出来上がり、楽しい一日を過ごしました。

きもだめし
　夜の学校では、「キャー
キャー」「ワイワイ」と賑
やかでパワーあふれる子
ども達に、おばけの方が
真っ青！！

　なんと、４ｍものながーい海苔巻
作りを体験し、大成功でした。

ドラム缶風呂
　気持ち良い
昔体験でした。

　暑い中、たわし・ぞう
きん片手に、力を合わせ
てみがきました。

　世界に一つしかな
い本立て・椅子作りに
挑戦しました。

木工教室

の
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「教師と地域のコラボレーション
　－学校と地域の新しいつながりを求めて－」

村内教職員30名と地域からの参加40名
で熱心に日高村の人づくりを討議

パネルディスカッション
コーディネーターは濱田久美子県生
涯学習課長

５グループに分かれて、具体的に連携
できることを意見交換

　日高村の教職員が地域の人材と
出会う場をつくり、連携して子ど
もを育むきっかけづくりをしよう
と８月10日、社会福祉センターで
日高村教育委員会主催の研修会が
開催されました。
　第１部のパネルディスカッショ
ンでは、各小中学校の現状が報告
され、「職場体験学習などへの協
力をして欲しい、学校行事へも参
加して欲しい」と要望。地域のパネラーからは、「学校からも子どもたち
に地域の活動に参加するように呼びかけて欲しい」「地域は学校へ入ろう

としている。学校も地域へ出て来
て、地域とつながって欲しい」な
どと要望。中野村長からは「人材
の多い村で地域力、住民力を活か
した協働にさらに磨きをかけて子
どもに生きる力をつけるために連
携を密にしていきたい」と提案が
あり、連携のための具体的な方法
を探るグループ討議に引き継ぎま
した。総勢70名の参加で、どのグ
ループも地域と学校のさらなる連

携の必要性や日高村での将来を見据えた人づくりを目指す意見が活発に出
されました。
　参加者のアンケートには、「保育園も巻き込んだらいい」「地域と学校の
この出会いを子どもたちの未来に
活かせるように自分自身も力を注
ぎたい」「地域の方の温かく見守り
育てていこうという姿勢が伝わり、
私自身が地域の行事にもっと参加
したいと思った」などの前向きな
意見がたくさんありました。
　第２部は、JAや生活改善グルー
プ、わのわ会など地元の団体の協
力で手作りの料理を囲んで和やか
に親睦を深めました。

初めての
村内教職員と
地域の研修会

お楽しみ合宿お楽しみ合宿ダックピカリ会ダックピカリ会
　加茂小学校ＰＴＡの活動で
加茂小開かれた学校づくり推
進委員会へ参加し、「学校・家庭・
地域三者連携に努める」を目標
に活動している会です。

ダックピカリ会
とは

ダックピカリ会
とは

「子ども達に自主性を身につけてほしい」との願いから取り組み始め、今年で７回目を迎えたお楽
しみ合宿（4年生対象）が行われました。２日間の活動内容を紹介します。

ガードレール清掃 春日荘を訪問
　人とやさしくふれあう意味で、
今年は汽車に乗って行きました。
日頃、口調の強い子ども達でも、
利用者の方たちとお話する笑顔は
やさしさ満点でした。

お別れパーティー

地域の方達（ボランティア）の協力
を得て、２日間の行事を明るく元気
に終えることができました。

夏休み人形劇東部
児童館
より

　８月２日（木）社会
福祉センターにて、

東京より人形劇団プークを迎え、東部児童館夏
休み人形劇「おれはママじゃない !」（平成15年
度厚生労働省「児童福祉文化賞推薦作品」受賞）

と劇団によるワークショップが行
われました。
　当日は、台風５号の影響で悪天
候のなか93名の児童と保護者にお
集まりいただきました。鳥のヒナ
が生まれて初めて見たワニを「マ
マ」だと思い込み、必死にワニに
「ママー、ママー」と呼びかける
ヒナ…。初めは、ヒナに対してわ
ずらわしさを感じていたワニが次

第に親鳥のような
気持ちになってい
きました。
　公演中、子ども
たちはヒナやワニ
のかわいい仕草に
笑い、イスから立
ち上がり身をのり
出して見る子もいたりと、終始笑顔で子どもが
見ても大人が見ても楽しめる内容でした。
　観劇後のワークショップでは、劇団員の指導
により、ネズミの人形作りも行われ、わいわい
がやがやといっている間にかわいいネズミの人
形が出来上がり、楽しい一日を過ごしました。

きもだめし
　夜の学校では、「キャー
キャー」「ワイワイ」と賑
やかでパワーあふれる子
ども達に、おばけの方が
真っ青！！

　なんと、４ｍものながーい海苔巻
作りを体験し、大成功でした。

ドラム缶風呂
　気持ち良い
昔体験でした。

　暑い中、たわし・ぞう
きん片手に、力を合わせ
てみがきました。

　世界に一つしかな
い本立て・椅子作りに
挑戦しました。

木工教室

の

（5）　─広報ひだか 9月号─



総務課

住民課

企画課

建設課

教育委員会

議会事務局

産業環境課

健康福祉課

保健センター

東部福祉館

東部児童館

能津出張所

土地改良区

開発公社

総務課

住民課

企画課

建設課

教育委員会

議会事務局

産業環境課

健康福祉課

保健センター

東部福祉館

東部児童館

能津出張所

土地改良区

開発公社

24－5113

24－5111

24－5113

24－5114

24－5115

24－7777

24－4647

24－5197
24－5112

24－7851

24－5440

24－5604

24－5141

24－5202

24－5331

24－5113

24－5111

24－5113

24－5114

24－5115

24－7777

24－4647

24－5197
24－5112

24－7851

24－5440

24－5604

24－5141

24－5202

24－5331

く・ら・し・の

情報
く・ら・し・の

情報

─広報ひだか 9月号─　（6）

「
妊
婦
一
般
健
康
診
査
受
診
票
」

の
発
行
回
数
の
変
更
に
つ
い
て

日 曜日 行　　　事 時　 　　間

3 月 子宮がん・乳がん検診 受付
時間

（9:00～10 :30）子宮がん・乳がん
（13:00～14 :30）乳がんのみ

4 火 出前ひろば《加茂保育園》現地集合
★保育園であそびましょう

現地集合
（10:00～11 :30）

5 水 すくすくひろば「水あそび」
場所：子育て支援センター （10:00～12 :00）

10 月 出前ひろば《日下保育園能津分園》現地集合
★保育園であそびましょう

現地集合
（10:00～11 :30）

11 火 乳児健診（対象児：H18.9.12～ H18.12.11生）
1歳６ヵ月健診（対象児：H17.9.12～ H18.3.11生）

受付
時間 （13:00～13 :30）

14 金 出前ひろば《日下保育園》現地集合
★保育園であそびましょう

現地集合
（10:00～11 :30）

26 水 すくすくひろば「親子あそび・育児相談」
場所：子育て支援センター （10:00～12 :00）

27 木 子どもと楽しむ１２か月
「産後のマタニティヨガ・育児相談」 （13:30～15 :30）

♥ 子育て支援センターは月曜日～金曜日 8：30～12：00・13：00～14：30まで開放しています。
　気軽においでください（土日・祝日はお休みです）。
　電話相談も利用してください。☎ 24-5665（子育て専用）

日高村保健センター・子育て支援センター行事予定9月

　

平
成
19
年
７
月
１
日
よ
り
、

「
妊
婦
一
般
健
康
診
査
受
診

票
」
の
発
行
回
数
が
増
え
ま

し
た
。

　
　

２
回
↓
５
回

　

出
産
予
定
日
に
お
い
て
満
35

歳
以
上
の
妊
婦
さ
ん
の
超
音

波
検
査
も
含
ま
れ
ま
す
。

※ 

妊
娠
届
出
週
数
に
よ
り
交
付

枚
数
は
変
わ
り
ま
す
。

● 

対
象
者
：
日
高
村
に
住
所
を

有
す
る
方

① 

平
成
19
年
７
月
１
日
以
降
に

母
子
健
康
手
帳
を
交
付
さ
れ

た
方

② 

上
記
以
前
に
母
子
健
康
手
帳

を
交
付
さ
れ
た
方
で
、
出
産

予
定
日
が
８
月
以
降
の
方

● 

妊
婦
一
般
健
康
診
査
受
診
票

の
交
付
枚
数
（
す
で
に
交
付

さ
れ
て
い
る
受
診
票
も
含
み

ま
す
）

　

•
23
週
ま
で
５
枚

　

•
24
週
〜
29
週
４
枚

　

•
30
週
〜
35
週
３
枚

　

•
36
週
以
降
２
枚

● 

受
診
票
を
利
用
で
き
る
医
療

機
関
：
県
内
の
医
療
機
関

＊ 

妊
娠
中
に
転
入
、
転
出
さ
れ

る
方
は
、
各
市
町
村
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

● 

母
子
と
も
に
健
康
な
出
産
を

迎
え
る
た
め
に
、
医
療
機
関

で
定
期
的
に
健
康
診
査
を
受

け
ま
し
ょ
う
。

《 

健
康
診
査
の
望
ま
し
い
受
診

回
数
》

①  

妊
娠
初
期
よ
り
妊
娠
23
週

（
第
６
月
末
）
ま
で
：
４
週

間
に
１
回

②  

妊
娠
24
週
（
第
７
月
）
よ

り
妊
娠
35
週
（
第
９
月
末
）

ま
で
：
２
週
間
に
１
回

③  

妊
娠
36
週
（
第
10
月
）
以

降
分
娩
ま
で
：
１
週
間
に

１
回

＊ 

不
明
な
点
、
ご
心
配
な
こ
と

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
気
軽

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

《
お
問
い
合
わ
せ
》

日
高
村
保
健
セ
ン
タ
ー

☎
２
４

－

７
８
５
１

予
防
接
種
を

受
け
て
い
ま
す
か
？

＊ 

対
象
年
齢
を
過
ぎ
な
い
よ
う
に

　

早
め
に
受
け
ま
し
ょ
う
。

● 

二
種
混
合
予
防
接
種
：

　

対
象
年
齢　

11
歳
以
上
13
歳
未
満

平
成
６
年
10
月
生
ま
れ
の
方

＊ 

13
歳
に
な
る
日
の
前
々
日
ま
で
に
受
け
て

く
だ
さ
い
。

　
（
例
）
平
成
６
年
10
月
10
日
生
ま
れ⇒

平
成
19
年
10
月
８
日
ま
で
に
受
け
る

● 

麻
し
ん
風
し
ん
混
合
予
防
接
種
（
１
期
）：

　

対
象
年
齢　

１
歳
以
上
２
歳
未
満

平
成
17
年
10
月
生
ま
れ
の
方

＊ 

２
歳
に
な
る
日
の
前
々
日
ま
で
に
受
け
て

く
だ
さ
い
。

　
（
例
）
平
成
17
年
10
月
10
日
生
ま
れ⇒

平
成
19
年
10
月
８
日
ま
で
に
受
け
る

● 

Ｂ
Ｃ
Ｇ
予
防
接
種
：

　

対
象
年
齢　

６
か
月
未
満

＊ 

６
か
月
に
な
る
日
の
前
々
日
ま
で
に
受
け

て
く
だ
さ
い
。

＊ 

病
院
受
診
さ
れ
る
時
は
、
予
診
票
を
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。

＊ 

定
期
予
防
接
種
の
予
診
票
は
対
象
年
齢
の

約
１
か
月
前
に
個
別
通
知
を
し
て
い
ま
す
。

＊ 

転
入
さ
れ
た
方
、
予
診
票
を
お
持
ち
で
な

い
方
は
保
健
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。
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◆ 10月1日実施 ◆
　全国から抽出された約45万世
帯の15歳以上の方々を対象に、
ふだん何か収入になる仕事をし
ているかどうかや就業に関する
希望などについて調査します。
　この調査から得られるデータ
は、国や都道府県が実施する雇
用政策及び経済政策などの企画・
立案する上で重要な指標として
利用されます。
　調査の対象となった世帯に、
統計調査員が伺いますのでご協
力よろしくお願いします。

10月からひとり親
医療費助成事業がはじまります

　今まで、母子医療費助成事業がありましたが、その事業
に追加して一定の条件を満たした父子家庭の方も医療費の
助成を受けることができるようになります。
　助成を受けるためには申請が必要になります。また助成
を受けるためには所得税が非課税世帯（実際に住んでいる
世帯）で、児童が18歳に達する日以後の3月31日までの母
子または父子が対象になります。
　助成対象者等詳しくは担当課にお問い合わせください。
○申請開始月……９月から（申請の翌月から適用になるため）
○適用開始月……10月から
○申請提出場所…日高村役場　健康福祉課　母子担当
○申請に必要なもの…印鑑、非課税世帯の証明
　　　　　　　　　　（確定申告の写し等）
○お問い合わせ先
　　　日高村役場　健康福祉課　☎ 24－5197

母子医療担当まで

就業構造基本調査

建設課水道係からのお知らせ
　平成19年度より、水道料金を３ヶ月分滞納すると、日
高村給水条例第40条及び、日高村水道料金未納者に対す
る停水処分取扱要項第３条に規定される事務を実施いた
します。

○ 納付書払いの方は、納付期限内にお支払いをお願いし
ます。
○ 口座引落の方は、月末が、引き落とし日になっており
ます。前日までに残高の確認をお願いします。
　ご不明なことは、日高村建設課水道係までご連絡くだ
さい。
　☎ 24－5114（直通）

３
ヶ
月
分
滞
納
す
る

未
納
水
道
料
金
催
告
通
知

給
水
停
止
予
告
通
知

給
水
停
止
執
行
通
知

給
水
停
止

事
務
の
流
れ⬅⬅⬅⬅

もし、放水路が流れなくなったら…
　日下川の放水路にはゴミ等が流れ込まないように、入り口
にスクリーンが取り付けられています。このスクリーンに増
水するたびに大量のゴミがたまり、流れを妨げています。こ
のゴミは機械で取り除いています。

もし機械が故障したら…
覚えていますか？ 50年、51年の水害

　昭和50年・51年のように大雨はいつ降るかわかりません。
　川や川辺にゴミ等を捨てない事はもちろん、もし増水して
も流れないよう日頃から注意してください。
　また、危険と思ったら、早目に避難してください。

稲を作っている方に　お願い！
　稲の収穫後、堆肥になるはずのワラは出来るだけ早く田に
打ち込む等、もし増水しても流れないようにしてください。
川を守ることは、家や農作物を守ること

お  願  い

日高村役場　建設課

ドラム缶で焼いても
 野焼きです！

ご
み
を
野
焼
き
す
る
習
慣
を
や
め
ま
し
ょ
う

　

家
庭
か
ら
出
た
ご
み
を
付
近
で
焼
却
す
る

習
慣
は
、
ご
み
の
量
が
少
な
く
、
ご
み
収
集

な
ど
が
行
わ
れ
て
い
な
い
頃
に
は
、
ご
み
処

理
の
た
め
に
相
応
の
役
割
を
果
た
し
て
い
ま

し
た
。

　

現
在
は
ご
み
の
量
も
多
く
な
り
、
ご
み
質

も
複
雑
に
な
っ
て
い
ま
す
。
焼
却
は
十
分
管

理
さ
れ
た
焼
却
炉
で
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

野
焼
き
は
多
く
の
苦
情
が
よ
せ
ら
れ
て
い
ま
す

　

野
焼
き
の
ば
い
煙
や
悪
臭
に
対
す
る
苦
情
、

最
近
で
は
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
の
発
生
を
心
配
す

る
声
も
よ
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
野
焼
き
で
は
、

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
対
策
を
し
た
焼
却
炉
の
数
千

倍
か
ら
数
万
倍
の
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
が
発
生
す

る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

◎「廃棄物の処理及び清掃に関する法
律」により廃棄物の野焼きは一部
の例外を除いて禁止されています。

◎野焼きは直接罰の対象となります。

５年以下の懲役もしくは1,000万円
以下の罰金、またはこれらの両方

ドラム缶で焼いても
 野焼きです！

や
め
よ
う
…
ご
み
の
野
焼
き

ドラム缶で
焼いても
野焼きです！

環
境
中
の
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
を
減
ら
そ
う 

　

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
に
は
、
ご
く
微
量
で
も
ガ

ン
や
奇
形
を
起
こ
す
な
ど
様
々
の
強
い
毒
性

が
あ
る
う
え
に
非
常
に
分
解
さ
れ
に
く
い
た

め
、
土
、
川
、
海
↓
生
物
↓
食
物
↓
人
と
食

物
連
鎖
に
よ
り
次
々
に
濃
縮
汚
染
さ
れ
、
人

に
害
毒
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。
更

に
心
配
な
の
は
、
母
体
や
母
乳
↓
赤
ち
ゃ
ん

の
ル
ー
ト
で
の
影
響
で
す
。
21
世
紀
の
子
ど

も
た
ち
の
た
め
に
も
野
焼
き
は
や
め
ま
し
ょ

う
。

中
央
西
福
祉
保
健
所 

環
境
課

　

☎
０
８
８
９

－２
２

－１
２
８
６

日
高
村
役
場 

産
業
環
境
課

　

☎
２
４

－

４
６
４
７
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粗
大
ご
み
の
受
け
入
れ
に
つ
い
て

　

村
民
の
皆
様
よ
り
多
く
の
要
望

が
あ
り
ま
し
た
一
般
家
庭
の
粗
大

ご
み
の
受
け
入
れ
を
本
年
度
は
、

左
記
の
要
領
に
よ
り
行
い
ま
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
来
年
以
降
も

引
き
続
き
実
施
す
る
た
め
に
、
村

民
一
人
ひ
と
り
が
ル
ー
ル
を
守

り
、
ま
た
、
地
域
の
支
え
合
い
、

助
け
合
い
の
精
神
で
所
期
の
目
的

を
達
成
出
来
ま
す
よ
う
ご
理
解
、

ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

記

実
施
日

左
記
の
指
定
し
た
10
月
か
ら
11

月
の
土
曜
日
・
日
曜
日

10
月
６
・
７
日　

本
郷
地
区

10
月
13
・
14
日　

沖
名
地
区

10
月
27
・
28
日　

下
分
地
区

11
月
３
・
４
日　

加
茂
・
能
津
地
区

受
入
時
間

午
前
８
時
〜
午
後
５
時
迄
（
正

午
〜
午
後
１
時
の
間
は
昼
休

み
）

受
入
場
所

有
限
会
社　

錦
山
通
商

（
日
高
村
下
分
江
尻
）

※ 

搬
入
時
混
雑
を
避
け
る
た
め
、

地
区
毎
に
指
定
さ
れ
た
日
以
外

の
持
ち
込
み
は
ご
遠
慮
く
だ
さ

い
。

　
　

集
積
場
所
が
限
ら
れ
て
い
ま

す
の
で
、
粗
大
ご
み
を
出
す
者

一
人
ひ
と
り
が
、
ル
ー
ル
を
守

り
、
安
全
で
迅
速
な
対
応
に
よ

る
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

－

注
意
事
項

－

○
高
齢
者
世
帯
や
障
害
を
持
た
れ

て
い
る
方
な
ど
へ
の
支
え
合
い

助
け
合
い
を
地
域
で
お
願
い
し

ま
す
。

○
一
般
家
庭
か
ら
出
る
粗
大
ご
み

に
限
り
ま
す
。

○
村
で
の
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
収
集
は

行
い
ま
せ
ん
。

○
各
人
で
受
け
入
れ
場
所
ま
で

持
っ
て
き
て
い
た
だ
き
、金
物
、

木
製
品
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
等

に
分
け
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
指
定

場
所
に
降
ろ
し
て
頂
き
ま
す
。

○
必
ず
受
付
を
済
ま
せ
、
ご
み
の

チ
ェ
ッ
ク
を
受
け
て
か
ら
搬
入

し
て
く
だ
さ
い
。

○
㈲
錦
山
通
商
の
従
業
員
の
指
示

に
従
い
作
業
を
行
っ
て
く
だ
さ

い
。

○
受
入
先
に
は
、
搬
入
さ
れ
た
ご

み
を
降
ろ
す
機
械
や
人
員
が
い

ま
せ
ん
の
で
、
持
ち
込
み
量
に

応
じ
た
、
降
ろ
し
作
業
を
す
る

方
の
同
伴
を
必
ず
お
願
い
し
ま

す
。

　

尚
、
降
ろ
す
こ
と
が
出
来
な
い

場
合
に
は
持
ち
帰
っ
て
頂
き
ま

す
。

○
家
具
類
等
の
中
に
は
何
も
入
っ

て
い
な
い
状
態
に
し
て
出
し
て

く
だ
さ
い
。

○
今
回
は
「
粗
大
ご
み
」
の
み
を

受
け
入
れ
ま
す
。
通
常
の
収
集

家具、寝具類
ベッド・タンス・応接セット・ソファー・食卓・食器棚（ガラス戸は、はずして
ください。）・本棚・ゲタ箱・机・椅子・コタツ・畳・ジュウタン等の敷物・アイ
ロン台・アコーディオンカーテン・鏡台・ふすま・障子・布団・毛布など

自転車等 自転車・一輪車・三輪車・乳母車（ベビーカー）・歩行器・リヤカー・バイク（50cc
以下のものに限る）

農機具関係 耕運機・田植機など
音楽機器類 ピアノ・オルガン・ステレオ・ギターなど

家電製品
食器やふとん等の乾燥機・扇風機・ヒーター
今回受け入れできない家電製品（受入れできないもの（例）を確認ください。）
以外で日高村の指定ごみ袋に入らない家電類

その他の
金属類等

ストーブやファンヒーター（燃料をのけたもの）・車のホイル・トタン・ドラム
缶や一斗缶（中に何も入っていないもの）・物干し竿や支柱（金属部分のみ）・瞬
間湯沸器・犬小屋（金属・プラスチック・木製のもの）・カーテンレール・ガス
レンジやガスコンロ・脚立・キャビネット・健康器具（ルームランナー等）・米
びつ・ゴルフクラブなど

その他プラス
チック類等

衣装ケース・風呂ぶた・タライ・クーラーボックス・サーフボード・スキー板・
スノーボード・スーツケース・チャイルドシート・釣り竿・すだれ（プラスチッ
ク・竹製等）・ビニールプール・ブラインドなど

家電リサイクル法対象品 エアコン（室外機を含む）・テレビ・冷蔵庫（冷凍庫）・洗濯機（電
気店へ相談してください）

適正処理困難物及び
リサイクル法対象品

自動車・タイヤ・消火器（取り扱い店へ相談してください）医
療系廃棄物等

農業用ごみ 農薬ビン・臭化メチルガス缶・農業用ビニール・農薬噴霧器（取
り扱い店へ相談してください）

パソコンリサイクル対象品 パソコン（電気店へ相談してください）
爆発や火災の危険があるごみ ＬＰガスボンベ（取り扱い店へ相談してください）

有害性のあるごみ 農薬・劇薬類・薬品類等（取り扱い店へ相談してください）
家の増改築等によるもの 廃材・コンクリート・ブロック・瓦・など

事業所ごみ 商店、事務所、工場等の事業活動によって出るごみ（処理業者へ）

通常の収集ごみ
商店、事務所、　通常の収集のごみ、特に不燃ごみで日高村指定
のごみ袋に入る「商品ごみ」「プラスチックごみ」「家電品ごみ」
などは定期の収集日に出してください。

尚、分別が分かりづらいと思いますので、お気軽にお問い合わせください。
問い合わせ先　日高村役場産業環境課　☎２４－４６４７

実施者：日高村　　協賛団体 : 自治会長会・建設業協会・日高村消防団・日高村社会福祉協議会・日高村老人クラブ連合会・
　　　　　　　　　　　　　　女性の会・JAコスモス日高支所・日高の川を美しくする会

に
出
せ
る
ご
み
は
持
ち
こ
ま
な

い
で
く
だ
さ
い
。

※
搬
入
場
所
で
内
容
を
確
認
し
ま

す
の
で
、
今
回
の
粗
大
ご
み
の

対
象
と
な
ら
な
い
ご
み
が
あ
る

場
合
は
、
持
ち
帰
っ
て
頂
き
ま

す
。

×
受
入
れ
で
き
な
い
も
の
（
例
）

○
受
入
れ
で
き
る
も
の
（
例
）
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高知地方法務局

皆
さ
ん
は
９
月
９
日
が
何
の
日
か
ご
存
じ
で
す
か

　

９
（
き
ゅ
う
）
と
９
（
き
ゅ
う
）
で
「
き
ゅ

う
き
ゅ
う
の
日
」す
な
わ
ち「
救
急
の
日
」で
す
。

　
「
救
急
の
日
」
は
、
救
急
業
務
及
び
救
急
医

療
に
対
し
て
皆
様
方
の
理
解
と
認
識
を
深
め
て

い
た
だ
く
と
と
も
に
、
救
急
医
療
関
係
者
の
意

識
の
高
揚
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
昭
和
57
年

に
定
め
ら
れ
ま
し
た
。
以
来
、
毎
年
９
月
９
日

を
「
救
急
の
日
」
と
し
、
こ
の
日
を
含
む
１
週

間
を
「
救
急
医
療
週
間
」（
本
年
は
９
月
９
日

〜
15
日
）
と
し
て
、
全
国
各
地
に
お
い
て
応
急

手
当
の
講
習
会
を
中
心
と
し
た
救
急
に
関
す
る

様
々
な
行
事
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
当
、
仁

淀
消
防
組
合
に
お
き
ま
し
て
は
、
管
内
事
業
所

を
対
象
と
し
ま
し
た
『
普
通
救
命
講
習
』
の
実

施
、
店
舗
前
等
で
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
配
布
を
計

画
し
て
い
ま
す
。

○ 【
定
期
普
通
救
命
講
習
】

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

け
が
や
急
病
等
な
ど
で
呼
吸
や
心
臓
が
停
止

し
て
し
ま
っ
た
場
合
、
人
工
呼
吸
や
心
臓
マ
ッ

サ
ー
ジ
は
知
識
が
な
い
と
適
切
な
処
置
が
で
き

ま
せ
ん
。
消
防
署
で
行
う
普
通
救
命
講
習
会
に

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

講
習
時
間
は
約
３
時
間
、
講
習
内
容
は
観
察

要
領
・
心
肺
蘇
生
法
・
止
血
法
・
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使

用
方
法
等
の
講
習
を
行
い
修
了
者
に
は
普
通
救

命
講
習
修
了
証
を
発
行
し
ま
す
。
ま
た
、
10

名
以
上
の
グ
ル
ー
プ
で
あ
れ
ば
、
こ
ち
ら
か
ら

出
向
き
講
習
を
実
施
し
ま
す
。
現
在
、
一
般
の

方
も
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
：
電
気

シ
ョ
ッ
ク
）
と
い
う
機
器
を
用
い
て
除
細
動
を

行
う
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
村
内
で
も

公
共
施
設
、
小
・
中
学
校
等
に
設
置
さ
れ
て
い

ま
す
。
講
習
を
受
講
し
迅
速
、
的
確
な
取
扱
技

術
を
身
に
つ
け
ま
し
ょ
う
。

　

講
習
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
最
寄
り
の
左
記

消
防
署
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

講
習
実
施
日　

毎
月
第
２
日
曜
日

　
　
　
　
　
　

９
時
30
分
〜
12
時
30
分

　
　
　
　
　
　

消
防
署
３
階
に
て
実
施

申
し
込
み
受
付　

随
時

　

仁
淀
消
防
組
合
消
防
署

☎
０
８
８

－

８
９
３

－
３
２
２
１

　

仁
淀
消
防
組
合
日
高
分
署

☎
０
８
８
９

－
２
４

－

５
４
１
１

救命の連鎖
（Chain  of  Survival）

早い119番通報
おちついて、は
っきりと119番
に通報する。

早い応急手当
救急車到着前の
早い心肺蘇生と
早い除細動

早い救急処置
救急救命士の行
う高度な救急処
置

早い医療処置
医療機関におけ
る医療処置

無料公証相談
※日時　10月６日㈯　10月７日㈰
　　　　午前10 :00～12 :00　午後1:00～4 :00
　相談内容
　　遺言　任意後見契約
　　離婚時の養育料等の契約　売買契約
　　これらについての公正証書作成などについて
　　（電話相談も受け付けています）
※場所　高知合同公証役場

　　　　高知市本町１丁目１番３号
　　　　朝日生命高知本町ビル３階
　　　　☎ 088－823－8601
　　　　℻ 088－872－4736

特設人権相談所開設
※日時　９月21日㈮
　　　　午後1:00～3 :00
　相談内容　登記や相続などの手続き
　　　　　　家庭内の困りごとの人権相談
※場所　日高村社会福祉センター
※高知地方法務局いの支局

　　　　　☎ 088－893－0343

　

２
０
０
８
年
度
版
県
民
手
帳
の
購
入
予
約
申

し
込
み
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
暮
ら
し
や
ビ

ジ
ネ
ス
に
、
ぜ
ひ
御
活
用
く
だ
さ
い
。

＊
価　

格

　
　
　

ポ
ケ
ッ
ト
版
（
8
×
12
㎝
） 

４
５
０
円

　
　
　

デ
ス
ク
版
（
13
×
21
㎝
）　 

７
５
０
円

＊
内　

容

　
　
　

 

行
政
区
画
図
・
日
記
編
（
行
事
予
定
表
、

日
記
）・
資
料
編

＊
申
込
期
限

　
　
　

平
成
19
年
９
月
20
日

＊
申
込
先

　
　
　

日
高
村
役
場
総
務
課

　
　
　
　
　

☎
２
４

－

５
１
１
１

〜 

あ
な
た
を
必
要
と
し
て
い
る

子
ど
も
た
ち
が
い
ま
す
〜

　

親
の
病
気
や
さ
ま
ざ
ま
な
事
情
に
よ
っ
て
、

家
族
と
生
活
で
き
な
い
子
ど
も
た
ち
が
い
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
子
ど
も
と
温
か
い
家
庭
的
な
雰

囲
気
の
中
で
共
に
暮
ら
し
、
健
や
か
な
成
長
を

見
守
り
な
が
ら
、
自
立
を
支
援
す
る
里
親
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

　

里
親
に
関
心
の
あ
る
方
は
、
中
央
西
福
祉
保

健
所
、
中
央
児
童
相
談
所
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
先

　

高
知
県
中
央
西
福
祉
保
健
所

☎
０
８
８
９

－

２
２

－

１
２
４
７

　

高
知
県
中
央
児
童
相
談
所

☎
０
８
８

－

８
６
６

－

６
７
９
１

高知地方法務局

10
月
は「
里
親
月
間
」で
す

県
民
手
帳
予
約
受
付
中
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平
成
20
年
4
月
か
ら
、
現
在
の

老
人
医
療
制
度
が
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
に
変
わ
り
ま
す
。75
歳（
一

定
以
上
の
障
害
が
あ
る
方
は
65

歳
）
以
上
の
方
は
、
こ
れ
ま
で
の

国
民
健
康
保
険
や
被
用
者
保
険
な

ど
の
医
療
保
険
か
ら
、
後
期
高
齢

者
医
療
に
加
入
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　

こ
の
制
度
は
、
県
内
す
べ
て
の

市
町
村
が
加
入
す
る
「
後
期
高
齢

者
医
療
広
域
連
合
」
が
、
運
営
す

る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
広
域
連
合

で
は
、
保
険
料
の
決
定
や
医
療
の

給
付
な
ど
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、

市
町
村
で
は
、
保
険
料
の
徴
収
と

窓
口
業
務
を
行
い
ま
す
。

　

75
歳
（
一
定
以
上
の
障
害
が
あ

る
方
は
65
歳
）
以
上
の
方
は
、
保

険
料
を
納
め
て
い
た
だ
く
と
と

も
に
、
広
域
連
合
が
交
付
す
る
被

保
険
者
証
を
医
療
機
関
に
提
示
し

て
、
診
療
を
受
け
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

◆
75
歳
に
な
る
と
新
制
度
へ

　

75
歳
に
な
る
と
、
現
在
加
入
し

て
い
る
国
民
健
康
保
険
や
被
用
者

保
険
な
ど
の
医
療
保
険
を
脱
退
し

て
、
後
期
高
齢
者
医
療
の
被
保
険

者
と
な
り
ま
す
。
そ
の
際
に
は
、

新
た
な
届
出
な
ど
は
必
要
な
く
、

後
期
高
齢
者
医
療
の
被
保
険
者
証

は
、
お
住
ま
い
の
市
町
村
か
ら
配

布
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

一
定
以
上
の
障
害
が
あ
る
65
歳

以
上
の
方
は
、
申
請
す
る
こ
と
に

よ
り
、
こ
の
制
度
の
被
保
険
者
と

な
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
被
保
険
者
と
な

る
た
め
の
要
件
は
、
現
在
の
老
人

医
療
と
全
く
同
じ
で
す
。

　

な
お
、
す
で
に
老
人
医
療
の
受

給
者
に
な
ら
れ
て
い
る
方
は
、
平

成
20
年
4
月
に
被
保
険
者
証
が
交

付
さ
れ
ま
す
。

◆
保
険
料
は
個
人
ご
と

　

保
険
料
は
、
介
護
保
険
と
同
様

に
被
保
険
者
個
人
ご
と
に
所
得
に

応
じ
て
算
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
が
始
ま
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
保
険
料
を
負
担

し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す

が
、
こ
れ
ま
で
加
入
し
て
い
た
国

民
健
康
保
険
や
被
用
者
保
険
を
脱

退
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、

こ
れ
ら
の
医
療
保
険
で
負
担
し
て

い
た
保
険
料
は
な
く
な
り
ま
す
。

◆
所
得
の
低
い
方
は
軽
減

　

所
得
の
低
い
方
は
、
国
民
健
康

保
険
と
同
様
に
世
帯
の
所
得
に
応

じ
て
保
険
料
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
被
用
者
保
険
の
扶
養

家
族
の
方
が
、
75
歳
に
な
っ
て
後

期
高
齢
者
医
療
に
加
入
す
る
と
、

新
た
に
保
険
料
を
負
担
し
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
し
か
し

な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
保
険
料
の
負

担
が
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
加
入

時
か
ら
2
年
間
保
険
料
が
軽
減
さ

れ
ま
す
。

◆
保
険
料
は
主
に
年
金
か
ら

　

保
険
料
の
徴
収
は
市
町
村
が

行
い
ま
す
が
、
介
護
保
険
と
同
様

に
年
金
か
ら
の
天
引
き
と
な
り
ま

す
。
年
金
額
が
年
18
万
円
以
上
の

年
金
を
対
象
と
し
て
、
介
護
保
険

料
と
後
期
高
齢
者
医
療
の
保
険
料

の
合
計
額
が
、
年
金
額
の
2
分
の

1
を
超
え
な
い
場
合
に
は
天
引
き

と
な
り
ま
す
。

◆
負
担
は
老
人
医
療
と
同
じ

　

被
保
険
者
の
方
が
、
診
療
を
受

け
た
際
に
医
療
機
関
の
窓
口
で
支

払
う
金
額
は
、医
療
費
の
1
割（
現

役
並
み
の
所
得
の
あ
る
方
は
3

割
）
で
す
。
ま
た
、
支
払
っ
た
金

額
が
所
得
に
応
じ
た
一
定
の
上
限

額
を
超
え
た
と
き
は
、
高
額
療
養

費
と
し
て
超
え
た
分
は
払
い
戻
さ

れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
診
療
の

際
の
負
担
な
ど
は
、
現
在
の
老
人

医
療
と
同
じ
で
す
。

 

平
成
20
年
４
月
か
ら

　

新
た
な
後
期
高
齢
者
保
険
医
療

　

制
度
が
始
ま
り
ま
す
。

◎制度のポイント◎
◇75歳以上（一定以上の障害がある場合
は65歳以上）の方は、後期高齢者医療
の被保険者となります。
◇被保険者から保険料を徴収します（主
に年金からの天引きとなります）。これ
まで加入していた国民健康保険や被用
者保険は脱退することになりますので、
これらの保険料は納めなくてよいこと
になります。
◇所得の低い方は保険料が軽減されます。
また、被用者保険の扶養家族の方は保
険料が２年間軽減されます。
◇医療機関の窓口では、医療費の１割（現
役並み所得者は３割）を患者本人が負
担します（現在の老人医療と同じです）。
◇窓口業務や保険料の徴収は、お住まい
の市町村が行います。
◇財政運営等は後期高齢者医療広域連合
が行います。

◆
申
請
、
届
出
は
市
町
村
窓

口
へ

　

後
期
高
齢
者
医
療
の
運
営
は
広

域
連
合
が
行
い
ま
す
が
、
被
保
険

者
の
方
々
が
身
近
な
と
こ
ろ
で
手

続
き
が
で
き
る
よ
う
、
各
種
の
申

請
や
届
出
な
ど
の
受
付
は
、
お
住

ま
い
の
市
町
村
の
窓
口
で
行
い
ま

す
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
に
つ
い
て

の
お
問
い
合
わ
せ
は
、
お
住
ま

い
の
市
町
村
役
場
又
は
高
知
県

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
（
高

知
県
高
知
市
丸
ノ
内
2
丁
目
4

番
1
号　

☎
０
８
８

－

８
２
１

－

４
５
２
６
）ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

後期高齢者医療制度のしくみ
被保険者証の提示
医療費の一部負担

医療費
請求

医療費
支払

被保険者証
の交付

保険料
納入

診療

情報提供

資格管理等

被保険者 医療機関

市町村 広域連合



（11）　─広報ひだか 9月号─ 国保税、県村民税、固定資産税、介護保険料のお支払いは、口座振替が便利です。

－国民年金－
お問い合わせは  24－5111

年
金
時
効
特
例
法
に

つ
い
て

◎国民年金保険料は翌月末が納付期限です。期限内に納
めるようにしましょう。

◎国民年金への加入と保険料の納付は法律で義務付けら
れています。

　国民年金保険料の負担能力があるにもかかわらず納付
しない人に対しては、財産の差し押さえを行うことも
あります。

〇
第
２
月
曜
日
は
午
後
７
時
ま
で

　

９
月
10
日
㈪
は
、
県
下
四
つ
の
社
会
保

険
事
務
所
で
、
年
金
相
談
の
受
付
時
間
を

午
後
七
時
ま
で
延
長
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
高
知
東
社
会
保
険
事
務
所
で

は
、
９
月
３
日
㈪
、
18
日
㈫
、
25
日
㈫
に

も
、
年
金
相
談
の
受
付
時
間
を
午
後
７
時

ま
で
延
長
し
て
い
ま
す
。

○
第
２
土
曜
日
は
年
金
相
談
日

　

９
月
８
日
㈯
は
、
県
下
４
つ
の
社
会
保

険
事
務
所
で
、
午
前
９
時
30
分
か
ら
午
後

４
時
ま
で
年
金
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

休
日
・
時
間
外
の
年
金
相
談
の

お
知
ら
せ（
９
月
）

　

年
金
時
効
特
例
法
に
つ
き
ま
し
て
は
、
平

成
19
年
７
月
６
日
に
公
布
、
施
行
さ
れ
ま
し

た
。

　

今
ま
で
は
、
年
金
記
録
が
訂
正
さ
れ
た
結

果
、
年
金
が
増
額
し
た
場
合
で
も
、
時
効
消

滅
に
よ
り
直
近
の
五
年
間
分
に
限
っ
て
お
支

払
い
し
て
い
ま
し
た
が
、
今
回
の
改
正
で
、

年
金
記
録
の
訂
正
に
よ
る
年
金
の
増
額
分

は
、
時
効
に
よ
り
消
滅
し
た
分
を
含
め
て
、

ご
本
人
ま
た
は
遺
族
の
方
へ
全
額
を
支
払
い

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

対
象
と
な
る
方

○
す
で
に
年
金
記
録
が
訂
正
さ
れ
て
い
る
方

一
、
年
金
記
録
の
訂
正
に
よ
り
年
金
が
増

え
た
が
、
過
去
の
増
額
分
は
時
効
消
滅

に
よ
り
、
直
近
の
５
年
間
分
に
限
り
年

金
を
お
支
払
い
し
て
い
た
方
。

二
、
年
金
記
録
の
訂
正
に
よ
り
、
年
金
の

受
給
資
格
が
確
認
さ
れ
、
新
た
に
年
金

を
お
支
払
い
す
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、

過
去
の
分
は
時
効
消
滅
に
よ
り
直
近
の

五
年
分
に
限
り
年
金
を
お
支
払
い
し
た

方
。

三
、一
や
二
に
該
当
す
る
方
が
、
亡
く
な

ら
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
そ
の
ご
遺
族

の
方
。

○
今
後
、
年
金
記
録
が
訂
正
さ
れ
る
方
。

四
、
今
後
、
年
金
記
録
が
訂
正
さ
れ
た
結

果
、
従
来
で
あ
れ
ば
、
一
〜
三
と
同
じ

よ
う
に
、
過
去
の
分
は
直
近
５
年
間
分

の
年
金
に
限
っ
て
お
支
払
い
す
る
こ
と

と
な
る
方
。

必
要
な
手
続

○
す
で
に
、
年
金
を
受
給
開
始
後
に
年
金

記
録
が
訂
正
さ
れ
て
い
る
受
給
者
の
方
に

は
、
あ
ら
か
じ
め
必
要
な
記
載
事
項
を
印

字
し
た
用
紙
を
順
次
発
送
し
ま
す
（
平
成

19
年
９
月
〜
）
の
で
、
そ
れ
で
手
続
き
を

お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
通
知
を
待

た
ず
に
、
今
す
ぐ
手
続
を
し
て
い
た
だ
く

こ
と
も
で
き
ま
す
。
そ
の
場
合
に
は
、
お

近
く
の
社
会
保
険
事
務
所
へ
必
要
な
書
類

を
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

○
今
後
、
年
金
記
録
が
訂
正
さ
れ
る
方
に
つ

き
ま
し
て
は
、
記
録
の
訂
正
に
か
か
る
手

続
以
外
に
特
別
な
手
続
は
必
要
あ
り
ま
せ

ん
。

※
お
問
い
合
わ
せ
は
、
お
近
く
の
社
会
保

険
事
務
所
、
ま
た
は
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

☎ 

０
５
７
０

－

０
５

－

１
１
６
５ 

へ

　

高
知
保
険
医
協
会
は
県
下
の
医
師
・

歯
科
医
師
約
６
０
０
名
で
構
成
さ
れ

た
団
体
で
す
。
下
記
の
内
容
で
朝
９

時
か
ら
翌
朝
９
時
ま
で
、
24
時
間
同

じ
テ
ー
マ
の
テ
ー
プ
を
流
し
て
い
ま

す
。
健
康
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
の
電

話
番
号
は

　

０
８
８

－

８
３
２

－

５
２
６
６ 

で
す
。９

月

月
曜
日 

口
臭

火
曜
日 

統
合
失
調
症

水
曜
日 

手
術
の
必
要
な
腰
の
病
気

 

木
曜
日  

血
圧
は
ど
こ
ま
で
下
げ
た

ら
よ
い
か

金
曜
日 

痔
瘻

土
・
日 

悪
性
リ
ン
パ
腫

※ 

日
曜
日
、
祝
日
は
前
日
、
12
月
29

日
〜
１
月
３
日
は
12
月
28
日
と
同
じ

テ
ー
マ
が
流
れ
ま
す
。

電
話
相
談
セ
ン
タ
ー
開
設 

　

平
成
19
年
11
月
１
日
か
ら
、
税

務
署
の
代
表
電
話
番
号
（
０
８
８

－

８
９
３

－

１
１
２
１
）
に
お
か
け
い

た
だ
く
と
、
自
動
音
声
案
内
に
よ
り
、

国
税
に
関
す
る
一
般
的
な
ご
相
談

は
「
電
話
相
談
セ
ン
タ
ー
」
へ
、
税

務
署
へ
の
個
別
の
ご
用
件
は
「
税
務

署
」
へ
お
つ
な
ぎ
し
ま
す
。（
電
話

相
談
セ
ン
タ
ー
に
お
つ
な
ぎ
し
た
場

合
も
、
税
務
署
ま
で
の
通
話
料
金
の

み
の
負
担
と
な
り
ま
す
。）

　
「
電
話
相
談
セ
ン
タ
ー
」
に
お
い

て
は
、「
電
話
に
よ
る
相
談
」
の
み

を
行
い
、「
面
接
相
談
」
は
行
い
ま

せ
ん
の
で
、「
面
接
相
談
」
を
希
望

さ
れ
る
方
は
、
最
寄
り
の
税
務
署
を

ご
利
用
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

伊
野
税
務
署
か
ら

の
お
知
ら
せ

保管物件（通貨・証券等）
の返還について
　税関では、終戦当時に外地から引き
揚げて来られた方からお預かりした通
貨・証券等をお返ししています。
　お心あたりの方は、ご連絡ください。

お問い合わせ先

高知税関支署

住所：高知市桟橋通５－４－55
　　　高知港湾合同庁舎内
　　　☎ 088－832－6131
　　　℻ 088－832－6132
　　　Ｅメール kouchi@kobe-customs.go.jp

須崎出張所

　　　☎（℻）0889－42－0333

健
康
テ
レ
ホ
ン

サ
ー
ビ
ス
の
ご
案
内



　
各
教
室
で
学
習
し
た
後
、
全
校
で
地

域
の
方
に
戦
争
の
こ
ろ
の
お
話
を
伺
い

ま
し
た
。
赤
紙
・
千
人
針
・
防
空
頭
巾
・

空
い
っ
ぱ
い
の
ア
メ
リ
カ
軍
機
…
太
平

洋
戦
争
の
体
験
を
直
接
伺
え
る
貴
重
な

経
験
に
な
り
ま
し
た
。

  

最
後
に
原
爆
投
下
の
犠
牲
に
な
っ
た

方
々
に
黙
祷
を
捧
げ
ま
し
た
。
投
下
し

て
、
爆
発
し
た
下
で
何
が
起
こ
っ
て
い

る
の
か
。
そ
の
先
に
思
い
を
巡
ら
せ
る

想
像
力
を
持
つ
こ
と
の
で
き
る
人
で
あ

り
続
け
て
も
ら
い
た
い
で
す
ね
。
ま
る

で
ゲ
ー
ム
の
よ
う
な
感
覚
の
映
像
が
流

さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
昨
今
で
す
が
、
そ

の
先
に
は
無
数
の
悲
し
み
が
存
在
す
る

こ
と
を
忘
れ
ず
に
。

平和学習
登校日（８月６日）に戦争と平和について学びました。

　
能
津
小
で
は
宿
泊
訓
練
（
合
宿
）

と
修
学
旅
行
を
隔
年
で
行
っ
て
い
て
、

今
年
は
宿
泊
訓
練
の
年
で
す
。
宿
泊

訓
練
に
は
３
年
生
以
上
が
参
加
し
ま

す
。
初
め
て
参
加
す
る
３
・
４
年
生

の
中
に
は
夜
ち
ょ
っ
ぴ
り
ホ
ー
ム
シ

ッ
ク
気
味
の
児
童
も
い
ま
し
た
が
、

一
時
だ
け
で
後
は
元
気
一
杯
で
し
た
。

　
初
日
の
午
後
は
、
大
半
の
児
童
が

楽
し
み
に
し
て
い
た
海
水
浴
。
台
風

通
過
の
後
で
心
配
し
て
い
ま
し
た
が
、

思
っ
た
よ
り
早
く
収
ま
っ
て
い
て
、

好
天
の
中
で
で
き
ま
し
た
。
絶
妙
の

加
減
の
波
が
残
っ
て
い
て
、
児
童
は

各
々
ボ
デ
ィ
ー
ボ
ー
ド
を
手
に
、
波

乗
り
を
楽
し
み
ま
し
た
。
２
年
前
に

は
静
か
な
海
で
ヤ
ド
カ
リ
集
め
に
興

じ
て
い
た
の
で
す
が
、
全
く
違
う
姿

の
海
を
経
験
で
き
ま
し
た
。

　
そ
の
夜
か
ら
翌
日
に
か
け
て
は
キ

ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ア
ー
や
ウ
ォ
ー
ク
ラ

リ
ー
で
仲
間
づ
く
り
。
わ
が
ま
ま
や

配
慮
に
欠
け
る
言
動
を
出
せ
ば
、
ト

ラ
ブ
ル
が
起
き
た
り
、
う
ま
く
い
か

な
か
っ
た
り
し
ま
す
。
反
省
し
た
り
、

注
意
さ
れ
た
り
も
し
な
が
ら
成
長
し

て
い
く
の
で
す
。

  

帰
校
し
て
１
・
２
年
生
を
見
る
と
、

随
分
お
姉
さ
ん
・
お
兄
さ
ん
の
顔
に

な
っ
て
い
ま
し
た
。
自
分
た
ち
で
が

ん
ば
っ
て
く
ら
せ
た
自
信
で
し
ょ
う

ね
。

能津小学校能津小学校

宿泊訓練
７月17・18日に幡多青少年の家で宿泊訓練を行いました。

─広報ひだか 9月号─　（12）

　「高知地方法務局いの支局」と「いの人権
擁護委員協議会」では、定期的に特設人権相
談所を開設しています。
　９月21日（金）は、「日高村社会福祉セン
ター」で、午後１時から午後３時まで開設さ
れ、人権擁護委員が相談をお受けします。
　なお、法務局いの支局では、毎日（土・日・
休日を除く。）常設相談所を開設しています
ので、こちらもご利用ください。電話での相
談も受けています。
　登記・相続などの手続や、家庭内の困りご
となどの人権相談をお受けしますのでご利用
ください。

高知地方法務局いの支局及び
いの人権擁護委員協議会

☎ 088－893－0343

人権の話

　国の仕事やサービスで、困っていること、分からないことがあり
ましたら、総務省の行政相談をご利用ください。
　総務省では、毎年10月に「秋の行政相談週間」を設け、多くの皆
さんに行政相談を利用していただけるよう、各種の行事を行ってい
ます。
　当村においても、次のとおり、総務大臣の委嘱を受けた行政相談
委員が「一日行政相談所」（無料・秘密厳守）を開設します。因り
ごとがありましたら、お気軽に行政相談委員にご相談ください。
●とき：10月19日㈮　午後１時～３時
●ところ：社会福祉センター
●行政相談委員：中村宏一

○お問い合わせ先

　行政相談委員　中村宏一
　自宅：下分428番地　☎ 24－4108

～ご相談ください、あなたのまちの行政相談委員へ！～

バスから始めるエコライフ

皆さんは最近バスを利用したことがありますか？
　四国の乗合バスの利用者は、ピーク時に比べて約14％にまで激減
しています。このままでは、四国からバスが消えてしまう
かも…。

　マイカーは確かに便利です。しかし、過度のマイカー利用は渋
滞や交通事故多発の原因になります。
　また、CO2排出は地球温暖化の主因となっており、運輸部
門のCO2排出量の約５割はマイカーからの排出となって
おります。

今日はくるまを休ませて、ちょっとバスででかけてみませんか？

昭和40年を100として場合のバスの旅客輸送量
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100.0

72.9

42.2
22.9 13.9

１人を１km運ぶのに排出するCO2の比較

自家用乗用車

バス

鉄道

航空
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53

19

111

鉄道はマイカーの約１割
バスはマイカーの約３割

出典：（環境省）温室効果ガス排出・吸収目録、
（国土交通省）自動車統計年報、（同）鉄道輸送統計年報、
（同）航空輸送統計年報より算定

g-CO2／人キロ

注）１世帯あたり。
藤井聡　東京工業大学
大学院助教授の調査による。

注）１世帯あたり。
藤井聡　東京工業大学
大学院助教授の調査による。

家庭での１年間あたりのCO2削減量の比較

冷暖房を１℃調節する
テレビを１時間減らす
冷蔵庫を整理する

追いだきを１回減らす
シャワーを２分減らす
包装の少ない買い物
リサイクルに出す

１日10分クルマを控える
１日５分アイドリングストップ

0 kg 200 400 600

　バスは高齢者や子ども、お身体の不自由な方など、クルマ
の運転が困難な方々にとってなくてはならない交通手段。
　ですから、四国のバス会社は、赤字経営でも頑張っています。
　皆さんが利用すればするほど、バスの便数や路線が増えてどんどん便利になっていきます。

　しかし、右のグラフのように、１日わずか10分間クル
マの使用を控えるだけで、年間約600kg もの CO2
削減に貢献できるのです。

　それに、バスならゆったりと車窓からの景色を
楽しむことができます。今まで気付かなかったまちの魅力
を発見できるかもしれません。

バスに乗ってみませんか！？

秋の行政相談週間 10月15日㈪～21日㈰

カーブミラー

が見えにくい

年金のことを

聞きたい

公共施設が

利用しづらい標識が分かり

にくい



　
各
教
室
で
学
習
し
た
後
、
全
校
で
地

域
の
方
に
戦
争
の
こ
ろ
の
お
話
を
伺
い

ま
し
た
。
赤
紙
・
千
人
針
・
防
空
頭
巾
・

空
い
っ
ぱ
い
の
ア
メ
リ
カ
軍
機
…
太
平

洋
戦
争
の
体
験
を
直
接
伺
え
る
貴
重
な

経
験
に
な
り
ま
し
た
。

  

最
後
に
原
爆
投
下
の
犠
牲
に
な
っ
た

方
々
に
黙
祷
を
捧
げ
ま
し
た
。
投
下
し

て
、
爆
発
し
た
下
で
何
が
起
こ
っ
て
い

る
の
か
。
そ
の
先
に
思
い
を
巡
ら
せ
る

想
像
力
を
持
つ
こ
と
の
で
き
る
人
で
あ

り
続
け
て
も
ら
い
た
い
で
す
ね
。
ま
る

で
ゲ
ー
ム
の
よ
う
な
感
覚
の
映
像
が
流

さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
昨
今
で
す
が
、
そ

の
先
に
は
無
数
の
悲
し
み
が
存
在
す
る

こ
と
を
忘
れ
ず
に
。

平和学習
登校日（８月６日）に戦争と平和について学びました。

　
能
津
小
で
は
宿
泊
訓
練
（
合
宿
）

と
修
学
旅
行
を
隔
年
で
行
っ
て
い
て
、

今
年
は
宿
泊
訓
練
の
年
で
す
。
宿
泊

訓
練
に
は
３
年
生
以
上
が
参
加
し
ま

す
。
初
め
て
参
加
す
る
３
・
４
年
生

の
中
に
は
夜
ち
ょ
っ
ぴ
り
ホ
ー
ム
シ

ッ
ク
気
味
の
児
童
も
い
ま
し
た
が
、

一
時
だ
け
で
後
は
元
気
一
杯
で
し
た
。

　
初
日
の
午
後
は
、
大
半
の
児
童
が

楽
し
み
に
し
て
い
た
海
水
浴
。
台
風

通
過
の
後
で
心
配
し
て
い
ま
し
た
が
、

思
っ
た
よ
り
早
く
収
ま
っ
て
い
て
、

好
天
の
中
で
で
き
ま
し
た
。
絶
妙
の

加
減
の
波
が
残
っ
て
い
て
、
児
童
は

各
々
ボ
デ
ィ
ー
ボ
ー
ド
を
手
に
、
波

乗
り
を
楽
し
み
ま
し
た
。
２
年
前
に

は
静
か
な
海
で
ヤ
ド
カ
リ
集
め
に
興

じ
て
い
た
の
で
す
が
、
全
く
違
う
姿

の
海
を
経
験
で
き
ま
し
た
。

　
そ
の
夜
か
ら
翌
日
に
か
け
て
は
キ

ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ア
ー
や
ウ
ォ
ー
ク
ラ

リ
ー
で
仲
間
づ
く
り
。
わ
が
ま
ま
や

配
慮
に
欠
け
る
言
動
を
出
せ
ば
、
ト

ラ
ブ
ル
が
起
き
た
り
、
う
ま
く
い
か

な
か
っ
た
り
し
ま
す
。
反
省
し
た
り
、

注
意
さ
れ
た
り
も
し
な
が
ら
成
長
し

て
い
く
の
で
す
。

  

帰
校
し
て
１
・
２
年
生
を
見
る
と
、

随
分
お
姉
さ
ん
・
お
兄
さ
ん
の
顔
に

な
っ
て
い
ま
し
た
。
自
分
た
ち
で
が

ん
ば
っ
て
く
ら
せ
た
自
信
で
し
ょ
う

ね
。

能津小学校能津小学校

宿泊訓練
７月17・18日に幡多青少年の家で宿泊訓練を行いました。
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10
月
の
学
校
だ
よ
り
は

加
茂
小
学
校
の
予
定
で
す
。
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第100号　2007.９.１　日高村立図書館99月

「ターシャ・テューダーのガーデン」／トーヴァ・マーティン 
～絵本作家でもあるターシャが作り上げた“この世の楽園”
の四季。花々の美しさは息をのむほど。彼女の庭づくりへ
のこだわりと情熱が溢れる本です。

「きみはポラリス」／三浦 しをん
～一筋縄でいかない11の恋愛小説。ポラリスは北極星のこと。
北極星が方位を知る指標となる星であるように、人生の中
で燦然と輝く恋を描く。

●その他、「うつら･うつら」赤染晶子（文学界新人賞受賞作
収録）／「浅草色つき不良少年団」祐光正（オール読み物
推理小説新人賞受賞）／「るんびにの子供」宇佐美まこと
（「幽」怪談文学短編部門大賞受賞）／「カシオペアの丘で
上下巻」重松清／「夜明けの街で」東野圭吾／「６時間後
に君は死ぬ」高野和明など

＊８月に入荷した本の一覧は「図書館回覧板」をご覧ください。日高村役
場と図書館においてあります。ご自由にお持ちください。

「楽園」宮部みゆき／「木漏れ日に泳ぐ魚」恩田陸／「あり
がとう、さようなら」瀬尾まいこ／「影絵の騎士」大沢在
昌／「映画篇」金城一紀／「烏金」西條奈加／「真夏のプ
レイボール」あさのあつこ／「青年のための読書クラブ」
桜庭一樹／「旧怪談」京極夏彦など

　７月26日、子育て支
援センターへ朗読ひだか
のボランティアさんとブ
ックスタート事業で絵本
の読み聞かせにいってき
ました。

　８月５日に、岡本悦子先生
による手あそび講習会があり
ました。今回は、赤ちゃんむ
けの手あそびを中心にいろい
ろなあそびを教わりました。
そのほかにもおはなし組み木
や絵本の紹介など盛りだくさ
んの内容でした。

　小学生の朗読クラブの
発表会です。
  土佐弁で「日下のえん
こう」を朗読しました。
みんな、いっしょうけん
めいがんばりました。

一般書 ＊一部です

図書館利用案内図書館利用案内

図書館に本を寄贈していただきました。
ありがとうございました！
　日高村下分　坂本寿哉 様
　　〃　沖名　南部美穂 様
　　〃　下分　石原圭治 様

寄贈御礼

『東京バンドワゴン』／小路 幸也
　「東京バンドワゴン」は、東京下町の古本屋
兼喫茶店の名前。４世代９人と猫４匹の大家
族（そのうち１人は幽霊）。家訓は「文化文明
に関する些事諸問題なら、如何なる事でも万事

解決」という家族が身近に起こるさまざまな出来
事をドタバタしながら解決していく物語。
　巻末に「あの頃、たくさんの涙と笑いをお茶の間に届けて
くれたテレビドラマへ」との作者のメッセージにあるように
読み終えたあと、ほーっと肩の力がぬけるような小説です。
　続編「シー・ラブズ・ユー東京バンドワゴン」もでています。

今月の

ピック
　　

　アッ
プ！

今月の

ピック
　　

　アッ
プ！

今月の

ピック
　　

　アッ
プ！

○開館時間　午前10時～午後６時

○休 館 日　月曜日・祝日

○貸　　出　ひとり５冊まで、２週間

　日高村本郷192-5　　 20－1553

お気軽に
お越し
ください

８月新刊案内

一般書 ９月入荷予定

ブックスタートブックスタートブックスタート

９月
の
予定

９月
の
予定

８日　おはなしの森（朗読ひだか）
　　　AM10:00～11:00

22日　おはなし会（ぷちとまと）
　　　AM11:00～12:00

　日中はまだまだ暑い日が続い
ていますが、朝晩にはかすかに

秋の気配が漂いはじめました。食欲の秋、スポーツの秋、
そして読書の秋はもうすぐそこです。
　秋の夜長は、図書館の本でゆったりと過ごしてみません
か？ 新刊も入り、蔵書は17,000冊を超えました。あなた
にぴったりの本をさがしにおいでください。

手あそび講習会手あそび講習会手あそび講習会

　年に１回、恒例の
スペシャルおはなし
会です。グリム童話
紙芝居「森のいえ」、
絵本、パネルシアタ
ーなど。楽しさいっ
ぱいのおはなしの森
でした。

　読み聞かせ連続講座
の２回目は高知子ども
の図書館の古川佳代子
さんにわらべうたあそ
びを教えていただきま
した。
　次回は10月13日です。

朗読クラブ発表会朗読クラブ発表会朗読クラブ発表会

朗読ひだか

読み聞かせ実践講座読み聞かせ実践講座読み聞かせ実践講座

おはなしの森スペシャルおはなしの森スペシャルおはなしの森スペシャル

8月11
日　実施行事8月11
日　実施行事土

図書館の机から図書館の机から

─広報ひだか 9月号─　（14）



池野いちび選

俳
句
教
室

コ
ス
モ
ス　
　
寸
評　

い
ち
び

○
妹
の
在
り
し
想
ひ
出
ゼ
ラ
ニ
ュ
ー
ム

寺
田
信
子

　

ゼ
ラ
ニ
ュ
ー
ム
は
、
長
い
花
柄
に
五
枚
の

花
び
ら
の
花
が
か
た
ま
っ
て
咲
き
ま
す
。赤
、

白
、
ピ
ン
ク
な
ど
が
あ
り
、
か
わ
い
ら
し
い

花
で
す
。
妹
さ
ん
は
、
こ
の
花
が
好
き
だ
っ

た
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
ゼ
ラ
ニ
ュ
ー
ム
を

見
な
が
ら
、
在
り
し
日
の
こ
と
を
、
い
ろ
い

ろ
思
い
め
ぐ
ら
せ
て
の
一
句
で
す
。

○
お
れ
ビ
ー
ル
お
前
さ
う
め
ん
夏
こ
す
ぞ

藤
本
フ
ジ
コ

　

暑
い
日
が
続
き
ま
す
。
つ
め
た
い
ビ
ー
ル

や
ひ
や
し
そ
う
め
ん
で
こ
の
夏
を
の
り
き
ら

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。「
お
れ
」「
お
前
」

と
ふ
だ
ん
の
言
葉
を
使
っ
て
、
家
庭
的
な
た

の
し
い
句
に
な
り
ま
し
た
。

○
夏
木
陰
話
し
て
時
を
忘
れ
け
り

山
中
静
江

　

み
ど
り
の
風
が
吹
い
て
、
蝉
の
声
も
聞
え

て
き
そ
う
な
、
涼
し
い
夏
の
木
陰
で
す
。
親

し
い
友
達
と
、
あ
れ
や
こ
れ
や
話
し
て
い
る

う
ち
に
、
気
が
つ
い
て
み
る
と
、
長
い
時
間

が
た
っ
て
い
ま
し
た
。

○
あ
り
が
と
う
三
年
物
の
お
中
元

野
村
近
子

　

三
年
物
と
は
〝
魚
類
な
ど
の
生
後
三
年

を
経
た
も
の
〞
と
、
広
辞
苑
に
は
あ
り
ま
す

が
、
こ
の
句
の
場
合
は
、
そ
う
め
ん
の
こ
と

で
し
ょ
う
。
と
も
か
く
お
中
元
に
対
す
る
お

礼
の
言
葉
で
す
が
、
そ
の
ま
ま
で
す
っ
き
り

と
し
た
俳
句
に
な
り
ま
し
た
。

○
庭
先
で
流
し
さ
う
め
ん
皆
を
よ
ぶ

河
村
時
子

　

そ
う
め
ん
を
水
や
氷
で
冷
し
た
も
の
が
冷

索
麺
で
夏
に
お
い
し
い
で
す
が
、
そ
う
め
ん

流
し
と
言
っ
て
、
水
に
流
れ
て
く
る
の
を
食

べ
る
の
も
、
ま
た
楽
し
い
も
の
で
す
。
隣
、

近
所
の
皆
さ
ん
も
大
よ
ろ
こ
び
で
し
ょ
う
。

○
紫
陽
花
の
一
列
に
咲
き
水
の
音

山
本
眞
知
子

　

こ
の
俳
句
で
は
、
き
れ
い
に
手
入
れ
さ
れ

た
紫
陽
花
が
長
く
一
列
に
並
び
、
そ
れ
に
沿

う
て
き
ら
き
ら
と
光
る
小
さ
な
川
が
流
れ
て

い
る
こ
と
、
涼
し
い
風
が
吹
い
て
い
そ
う
な

こ
と
な
ど
が
頭
の
中
に
う
か
ん
で
き
ま
す
。

　

俳
句
は
、
説
明
し
な
い
で
、
じ
っ
さ
い
に

見
た
こ
と
、
聞
い
た
こ
と
な
ど
を
、
そ
の
ま

ま
の
べ
る
と
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
想
像
で

き
る
句
に
な
り
ま
す
。

○
母
の
顔
に
じ
ん
で
見
え
り
燈
籠
火

吉
本
洋
治

　

お
盆
に
祖
先
の
供
養
の
た
め
に
灯
す
の
が

盆
燈
籠
で
す
。
ふ
つ
う
に
吊
る
す
盆
提
燈
か

ら
高
燈
籠
な
ど
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
が
、
い

ず
れ
に
し
ろ
、
こ
の
句
は
燈
籠
が
静
か
に
と

も
っ
て
い
る
中
の
母
の
顔
と
の
と
り
あ
わ
せ

で
、
お
盆
ら
し
い
句
に
な
り
ま
し
た
。

○
本
を
買
ふ
ゆ
び
き
り
げ
ん
ま
ん
夏
休
み

山
中
芳
子

　

待
ち
に
待
っ
た
夏
休
み
が
近
づ
き
ま
し

た
。
水
あ
そ
び
を
は
じ
め
、
た
く
さ
ん
の
楽

し
み
の
上
に
大
好
き
な
本
を
買
っ
て
も
ら
え

る
楽
し
み
が
も
う
ひ
と
つ
ふ
え
ま
し
た
。
ゆ

び
き
り
ま
で
し
て
買
っ
て
も
ら
う
の
は
、
ど

ん
な
本
な
ん
で
し
ょ
う
か
。

興味のある人は、
ぜひご参加ください！！
初心者ももちろん大歓迎。
今回の兼題は、

“蜻蛉”です。
日　時　平成19年９月12日㈬ 13：30～
場　所　東部福祉館（24－5440）
参加費　無料
対象者　村内在住の方
講　師　池野いちびさん
　　　　（広報ひだかでおなじみの）

俳句

教室

はい　 く

きょう しつ

コスモス文庫通信コスモス文庫通信コスモス文庫通信
第100号　2007.９.１　日高村立図書館99月

「ターシャ・テューダーのガーデン」／トーヴァ・マーティン 
～絵本作家でもあるターシャが作り上げた“この世の楽園”
の四季。花々の美しさは息をのむほど。彼女の庭づくりへ
のこだわりと情熱が溢れる本です。

「きみはポラリス」／三浦 しをん
～一筋縄でいかない11の恋愛小説。ポラリスは北極星のこと。
北極星が方位を知る指標となる星であるように、人生の中
で燦然と輝く恋を描く。

●その他、「うつら･うつら」赤染晶子（文学界新人賞受賞作
収録）／「浅草色つき不良少年団」祐光正（オール読み物
推理小説新人賞受賞）／「るんびにの子供」宇佐美まこと
（「幽」怪談文学短編部門大賞受賞）／「カシオペアの丘で
上下巻」重松清／「夜明けの街で」東野圭吾／「６時間後
に君は死ぬ」高野和明など

＊８月に入荷した本の一覧は「図書館回覧板」をご覧ください。日高村役
場と図書館においてあります。ご自由にお持ちください。

「楽園」宮部みゆき／「木漏れ日に泳ぐ魚」恩田陸／「あり
がとう、さようなら」瀬尾まいこ／「影絵の騎士」大沢在
昌／「映画篇」金城一紀／「烏金」西條奈加／「真夏のプ
レイボール」あさのあつこ／「青年のための読書クラブ」
桜庭一樹／「旧怪談」京極夏彦など

　７月26日、子育て支
援センターへ朗読ひだか
のボランティアさんとブ
ックスタート事業で絵本
の読み聞かせにいってき
ました。

　８月５日に、岡本悦子先生
による手あそび講習会があり
ました。今回は、赤ちゃんむ
けの手あそびを中心にいろい
ろなあそびを教わりました。
そのほかにもおはなし組み木
や絵本の紹介など盛りだくさ
んの内容でした。

　小学生の朗読クラブの
発表会です。
  土佐弁で「日下のえん
こう」を朗読しました。
みんな、いっしょうけん
めいがんばりました。

一般書 ＊一部です

図書館利用案内図書館利用案内

図書館に本を寄贈していただきました。
ありがとうございました！
　日高村下分　坂本寿哉 様
　　〃　沖名　南部美穂 様
　　〃　下分　石原圭治 様

寄贈御礼

『東京バンドワゴン』／小路 幸也
　「東京バンドワゴン」は、東京下町の古本屋
兼喫茶店の名前。４世代９人と猫４匹の大家
族（そのうち１人は幽霊）。家訓は「文化文明
に関する些事諸問題なら、如何なる事でも万事

解決」という家族が身近に起こるさまざまな出来
事をドタバタしながら解決していく物語。
　巻末に「あの頃、たくさんの涙と笑いをお茶の間に届けて
くれたテレビドラマへ」との作者のメッセージにあるように
読み終えたあと、ほーっと肩の力がぬけるような小説です。
　続編「シー・ラブズ・ユー東京バンドワゴン」もでています。

今月の

ピック
　　

　アッ
プ！

今月の

ピック
　　

　アッ
プ！

今月の

ピック
　　

　アッ
プ！

○開館時間　午前10時～午後６時

○休 館 日　月曜日・祝日

○貸　　出　ひとり５冊まで、２週間

　日高村本郷192-5　　 20－1553

お気軽に
お越し
ください

８月新刊案内

一般書 ９月入荷予定

ブックスタートブックスタートブックスタート

９月
の
予定

９月
の
予定

８日　おはなしの森（朗読ひだか）
　　　AM10:00～11:00

22日　おはなし会（ぷちとまと）
　　　AM11:00～12:00

　日中はまだまだ暑い日が続い
ていますが、朝晩にはかすかに

秋の気配が漂いはじめました。食欲の秋、スポーツの秋、
そして読書の秋はもうすぐそこです。
　秋の夜長は、図書館の本でゆったりと過ごしてみません
か？ 新刊も入り、蔵書は17,000冊を超えました。あなた
にぴったりの本をさがしにおいでください。

手あそび講習会手あそび講習会手あそび講習会

　年に１回、恒例の
スペシャルおはなし
会です。グリム童話
紙芝居「森のいえ」、
絵本、パネルシアタ
ーなど。楽しさいっ
ぱいのおはなしの森
でした。

　読み聞かせ連続講座
の２回目は高知子ども
の図書館の古川佳代子
さんにわらべうたあそ
びを教えていただきま
した。
　次回は10月13日です。

朗読クラブ発表会朗読クラブ発表会朗読クラブ発表会

朗読ひだか

読み聞かせ実践講座読み聞かせ実践講座読み聞かせ実践講座

おはなしの森スペシャルおはなしの森スペシャルおはなしの森スペシャル

8月11
日　実施行事8月11
日　実施行事土

図書館の机から図書館の机から

（15）　─広報ひだか 9月号─

川
瀬　

晴
恵

朝
顔
の
咲
き
し
母
屋
へ
回
覧
板

竿
売
り
の
声
の
通
り
ぬ
梅
雨
の
明
け

門
田
の
ぶ
子

花
言
葉
触
れ
な
い
で
と
や
鳳
仙
花

か
き
氷
一
二
三
四
の
五
人
前

片
岡　

幸
枝

影
を
成
す
庭
木
と
な
り
て
蝉
も
来
て

朝
顔
を
横
目
に
鎌
を
研
ぎ
に
け
り北

添　

正
子

網
を
持
ち
が
や
が
や
走
る
麦
藁
帽

朝
顔
や
軒
に
絡
み
て
三
十
と
も

島
田　
　

瞳

日
本
画
の
朝
顔
の
露
こ
ぼ
れ
さ
う

朝
顔
に
物
言
ふ
と
な
く
見
て
を
り
ぬ

中
山　

美
根

空
蝉
の
刃
の
如
き
足
を
持
ち

繁
藤
忌
聞
け
ば
主
は
無
言
な
り

中
村　

梅
子

朝
の
う
ち
す
こ
し
宿
題
夏
休
み

草
笛
に
な
ら
ぬ
葉
屑
の
増
え
て
を
り

森
下　

花
子

栴
檀
の
花
の
想
い
出
旧
校
舎

鬼
百
合
の
同
じ
高
さ
に
咲
き
続
く南

部
記
代
子

か
な
〳
〵
の
一
斉
に
鳴
く
夜
明
け
か
な

職
員
の
寸
劇
楽
し
夏
祭

橋
詰
登
志
子

か
な
か
な
の
峡
に
夕
風
起
こ
し
け
り

朝
顔
の
庭
木
一
本
お
ほ
ひ
け
り

浜
田　

博
子

朝
顔
や
生
活
の
音
の
始
ま
り
ぬ

辣
韮
を
こ
ぶ
り
洗
ふ
は
夫
の
役

池
野
い
ち
び

朝
顔
の
蔓
を
み
ち
び
く
藁
の
縄

絡
み
つ
つ
冷
素
麺
の
流
れ
く
る

鎮
西　

美
緒

○
山
水
の
小
さ
き
流
れ
の
芭
蕉
林

芭
蕉
の
葉
は
、
長
く
て
大
き
い
な
が
ら

も
、
弱
々
し
く
、
ど
こ
と
な
く
物
静
か

な
感
じ
が
す
る
。

そ
の
芭
蕉
の
林
の
中
を
小
さ
な
音
を
た

て
て
流
れ
る
水
。
静
か
で
、
涼
し
そ
う

な
芭
蕉
林
で
あ
る
。

濱
田　
　

幸

○
日
盛
や
も
う
少
し
で
と
夫
に
言
ふ

全
国
的
に
、
三
十
度
を
越
す
真
夏
日
が

続
き
熱
中
症
に
か
か
る
人
も
相
次
い
で

い
る
昨
今
で
あ
る
。
一
日
の
う
ち
で
、

も
っ
と
も
暑
い
、
い
わ
ゆ
る
日ひ

盛ざ
か

り
は

正
午
か
ら
三
時
頃
ま
で
で
あ
る
。
声
を

か
け
合
っ
て
こ
の
暑
さ
に
耐
え
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

岩
村　

さ
と

颱
風
去
り
て
川
幅
広
く
ゆ
る
や
か
に

大
空
に
顧
ひ
か
な
は
ず
星
流
れ

伊
野
部
哲
也

直
線
を
組
合
わ
せ
た
る
夏
座
敷

始
ま
り
は
軽
き
嘘
よ
り
玉
の
汗

柏
井　

皓
子

手
花
火
や
皆
揃
ふ
を
待
て
る
子
等

青
空
の
雲
の
行
方
や
秋
の
立
つ



Village 
　　Now
Village 
　　Now

日高村の人口

日高村の交通事故
発生状況

　　　１～７月分（７月）

人身事故　　15件 （１件）

死　　者　　１名 （０名）

傷　　者　　19名 （４名）

　　　　　　７月末現在
　　　　　　   （前月比）

世帯数 　 2,464　（＋２）
人　口 　 6,052人（－２）
　　　 男 2,861人（－３）

　　　 女 3,191人（＋１）

国体記念少年サッカー大会

バルサ ９－１ 越知

バルサ １－０ 佐川

バルサ ５－１ 窪川

予選リーグ

準決勝

バルサ ４－０ 須崎

バルサ ３－０ 高岡

決　勝

バルサジュニアサッカークラブ優勝

　
７
月
28
・
29
日
の

両
日
、
ス
ポ
ー
ツ
パ
ー

ク
佐
川
に
お
い
て
、
国

体
記
念
少
年
サ
ッ
カ
ー

大
会
が
開
か
れ
、
バ
ル

サ
（
旧
日
高
）
ジ
ュ
ニ
ア
サ
ッ
カ
ー
ク

ラ
ブ
が
見
事
優
勝
し
ま
し
た
。

　
７
月
28
日
の
予
選
リ
ー
グ
で
は
、

越
知
に
９
対
１
、
佐
川
に
１
対
０
、
窪

川
に
５
対
１
の
３
戦
全
勝
、
グ
ル
ー
プ

１
位
で
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
進
出
を
決

め
ま
し
た
。

　
続
く
７
月
29
日
の
準
決
勝
で
は
、

須
崎
に
４
対
０
、
決
勝
は
苦
戦
の
末
、

高
岡
を
３
対
０
で
下
し
、
優
勝
を
は
た

し
ま
し
た
。
両
日
と
も
大
変
暑
く
、
苦

し
い
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
の
中
、
子
ど
も

達
は
島
原
、
福
本
、
両
コ
ー
チ
の
指
示

の
元
、
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
十
分
に

発
揮
し
て
く
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ

の
優
勝
に
お
ご
る
こ
と
な
く
、
も
っ
と

も
っ
と
練
習
し
て
う
ま
く
な
り
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

お問い合わせ　戸梶まで
携帯090－3788－2014

　
ま
た
、
来
た
る
９
月
８
・
９
日
に
は
、

保
育
園
年
長
か
ら
小
学
３
年
生
ま
で
の
交

流
サ
ッ
カ
ー
大
会
が
、
日
高
村

運
動
公
園
で
開
か
れ
ま
す
。

ど
こ
の
地
域
か
ら
で
も
、

試
合
へ
の
体
験
参
加
を
受

け
付
け
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

広
報
ひ
だ
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日高村ホームページ　http://www.vill.hidaka.kochi.jp
E-mail　　　　　　　daihyo@vill.hidaka.kochi.jp　※お便りまってます !!「広報ひだか」は、

古紙配合率100％、再生紙を使用しています

テシーナ

　こんにちは！私は「テシーナ　パーカー」といい

ます。ＪＥＴプログラムのＡＬＴとして日高村に来ま

した。ここで英語を教えられることをうれしく思いま

す。私はアメリカのカリフォルニア州サンタクルズ市

から来ました。そこでは３年間美術講師をしており、

たくさんの経験をしました。日高村での経験も私に

とってすばらしいものになると期待しています。

　カリフォルニアでは、サーフィンや美術作品を作る

こと、泳いだりアウトドアが大好きでした。日高でも

さらに新しい文化活動が出来るチャンスに恵まれ、私

の趣味も楽しむことが出来るといいなと思います。

　日高での体験はすばらしく、会う人もいい人ばかり

です。そして、自然の中で何ヶ所か実際に体験もしま

した。日本はとてもきれいなところで、そこに住む人々

もまたすばらしいです。ここにこられて幸せです。

　ここ日高村ではたくさんの人たちに出会うこと、そ

して、地元の学校で教えられることを本当に楽しみに

しています。お招きいただきありがとうございます。

Hello! 

My name is

Tisina T. Parker.

はじめまして

です!!


